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2 

 

開催概要 

【日時】  2023 年 5 月 8 日（月）13 時 00 分～15 時 00 分 

【場所】   西川株式会社 東京オフィス (一部オンライン各拠点) 

【参加者】 出席者数：16 名 

▮ 理事長 

柳沢 正史 （筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構 WPI-IIIS） 

▮ 理事 

渡部 光明 （東京海上日動火災保険 株式会社) 

西川 八一行（西川 株式会社） 

▮ 監事 

垣見 俊之   (伊藤忠商事 株式会社) 

▮ 座長 

野々村 琢人 (西川 株式会社) 

以下オンライン出席 1 名 

石野 和人  (株式会社 アシックス) 
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▮ 同席 

島村 優大 (伊藤忠商事 株式会社) 

岩國 慎也   (東京海上日動火災保険 株式会社) 

北村 雄作   (西川 株式会社) 

竹内 雅彦   (西川 株式会社) 

以下オンライン出席 1 名 

榎本 侑輔 (東京海上日動火災保険 株式会社) 

▮ 事務局 

北本 嘉一 (西川 株式会社）    

飯沼 誠 (西川 株式会社）    

矢萩 元重 (西川 株式会社）    

青木 真理 (西川 株式会社）    

以下オンライン出席 1 名 

森下 みゆ (西川 株式会社）                  
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開催内容 

5 月 8 日(月)西川株式会社 東京オフィスにおいて令和 5 年度 Sleep Innovation 

Platform 理事会を開催した。リアル会場とオンラインを含め 16 名が参加し、

非常に有意義な議論が交わされた。 

 

1．開会   

定刻に至り、司会 事務局 矢萩 元重が開会を宣した。 
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2．理事長挨拶   

筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構 WPI-IIIS 機構長・教授 柳沢 正史 

 本 Sleep Innovation Platform(SIP)は、会のエンジンとして WG１～３という

3 つのワーキンググループの活動を進めている。WG1 は、ガイドラインの策

定活動を進めており、睡眠に関連したあらゆる商品、サービスについて、その

機能性を表示するにあたって、どのような検証をすべきか、またあまり科学的

ではない検証はその機能性を表示しないように意思統一していくことを進め

ており、経産省による補助金も昨年取得している活動となる。WG2 は、参画

している異業種間が連携して新しいビジネスモデルを作り出していこうとし

ており、テーマごとに分科会を設定し、興味を持った企業が集まってそれぞれ

に活動を進めている。WG3 は、一番難しいテーマであり、様々な睡眠データ

の標準化やデータベースのフォーマットを整え、最終的にはパーソナルヘルス

ケアレコード(PHR)との連携まで視野に入れ活動を進めている。 

 この 9 月に、私が大会長を務める日本睡眠学会が開催される。本学会にて SIP

は展示ブースへの出展や、シンポジウムの開催などを企画している。日本睡眠

学会はこれまで、メーカーなどの産業界とのつながりが希薄で、医者などの医

療業界の方が中心となっているが、本来は社会睡眠学の一つの側面として産業

界とのつながりを重視すべきだと考えているため、今回の SIP の参加が、本学

会の発展にもつながればと期待している。 
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3．議長選出 

会則第５条に則り、柳沢 理事長が議長に選出された。 

 

4．議事録署名人の選出 

東京海上日動火災保険 株式会社 渡部 光明 様が選出された。 

 

5．議事 議案第 1 号  役員選出 

理事会役員として、下記メンバーが承認された。 

 

 ・理事長：柳沢 正史  

(筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構 WPI-IIIS ) 

 

 ・理事 ：渡部 光明  

(東京海上日動火災保険 株式会社) 

 

 ・理事 ：西川 八一行  

(西川 株式会社) 

 

 ・監事 ：垣見 俊之  

(伊藤忠商事 株式会社) 
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東京海上日動火災保険 株式会社 渡部 光明 

私はこの 3 月まで DX 推進部長を務めて

おり、その中で防災・減災をテーマに災

害に強い強靭な社会システムづくりを行

う防災コンソーシアム(CORE)の立ち上

げを担当していた。96 社が参画してお

り、コンソーシアムならではの難しさ、

意味深さを体験しました。本コンソーシ

アムにこの経験をふまえて貢献できればと思う。 
 

西川 株式会社 西川 八一行 

この会も構想の段階からようやく設立に

至り、実働としての 1 年が始まった。その

間に、睡眠の価値もより高まっており、病

気や心の問題の予防など要素だけでなく、

クリエイティビティや心身の活躍、活力の

ある社会づくりといった両面で役割があ

ると改めて感じている。理事長の考えに沿

い各種活動に貢献していきたい。 
 

伊藤忠商事 株式会社 垣見 俊之  

伊藤忠商事では、従業員の健康経営の取り

組みの一環として朝型勤務を強力に推進

している。しっかり睡眠をとり、朝早く起

きて業務に取り組む、このような体内リズ

ムを整えることを大事にしており、本コン

ソーシアムの取り組み自体が当社の健康

経営の推進にも寄与する取り組みとなっ

ている。そのため、コンソーシアムでの取

り組みの趣旨に沿った形で当社も協力していきたい。 
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5．議事 議事案第 2 号 令和４年度事業報告の件 

下記活動の事業報告が承認された。 

 ・WG.1「サービス品質チェック基準検討」  

  座長：徳山 薫平  

   (筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構 WPI-IIIS)  

 

 ・WG.2「新たな睡眠ビジネス検討」 

  座長：石野 和人 

   (株式会社アシックス スポーツ工学研究所) 

 

 ・WG.3「睡眠データ基盤検討」 

  座長：野々村 琢人 

   (西川株式会社 日本睡眠科学研究所) 

 

5．議事 議事案３号 令和４年度会計報告の件 

令和 4 年度の会計報告が承認された。 

 

5．議事 議事案４号 令和 5 年度事業計画の件 

下記活動の事業計画が承認された。 

  ・WG.1「サービス品質チェック基準検討」  

 

 ・WG.2「新たな睡眠ビジネス検討」 

 

  ・WG.3「睡眠データ基盤検討」 

 

 ・日本睡眠学会第 45 回定期学術集会への参加 
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5．議事 議事案 5 号 令和 5 年度予算案の件 

令和 5 年度の予算案が承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．議事 議事案 6 号 新規加盟企業 

株式会社 NTT データの加盟が全会一致で承認された。 

 

 

6．事務局報告 

本年度の予定が共有された。 

 

 

7．閉会 

これをもって、本理事会の議案の審議が終了したので、議長は閉会を宣した。 

 

 

以上 


